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{論文要旨]
本研究では，上海に在住している日本人海外駐在員妻が，上海でどのような異文化適応の問題
に直面しているのか，彼女たちの異文化適応はどのような要因に影響されているのかを解明する
ため，上海の日本人集住マンションに居住している日本人海外駐在員妻のデータを用いて，彼女
たちの適応モデルを構築することを目的とする。
本研究では，主に米国人を中心とした欧米の海外駐在員配偶者の適応尺度とモデルおよび在マ
レーシア日本人海外駐在員妻の適応モデルをもとに，海外駐在員妻の適応の次元と影響要因のテ
ンプレートを作成した。この2つのテンプレートを用いて，上海の日本人集住マンションに居住
している日本人海外駐在員委21名の聞き取り調査のデータをコーデイングし，彼女たちに適用
可能な適応モデルの構築を試みた。
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サポート
1.はじめに
2012年 10月l日現在の推計で 海外に在住している日本人は 124万9577人(永住者数41万
1859人，長期滞在者数83万7718人)に達している(外務省， 2013)。そのうち 5割以上は， 日
本企業が各国に派遣する海外駐在員とその家族である。その中でも， 2007年以降，上海はロサ
ンゼルスに代わって，長期滞在している日本人数が最も多い都市となっている。
論文受付日 2014年4月25日 大学院研究論集委員会承認日 2014年5月29日
海外に長期滞在する日本人駐在員の増加に伴い，彼らのさまざまな現地への不適応，異文化摩
擦などの問題が顕在化するようになってきた。そのため.海外赴任者の赴任前研修や赴任中支援
など，さまざまな支援策が企業側から徐々に整えられてきている。しかし，帯同家族に対しての
支援は十分とは害えない(佐藤， 2011)。
一方，学術研究の分野では， Cleveland， Mangone， & Adams (1960)は，米国人女性の夫の泊・
外赴任に伴った海外生活ーで遭遇した問題に注目し始めた。 Hays(1971， 1974)は，家族の事情を
米国人海外駐在員の海外における仕事の成否を左おする要因として取り上げた。 Tung(1981) 
は米国人海外駐在員本人と配偶者の不適応の2つを海外駐在員の早期帰任をもたらす最も重要な
要因として位置づけた。その後，多くの経営学者が 米国人を中心とした海外駐在員の適応と仕
事上のパフォーマンスの関連についての研究を行うと同時に，海外駐在員の配偶者，特に妻の適
応IJI也とその影響というテーマに関心を持ち，様々な研究を実施してきた (Ali，Zee. & Sanders， 
2003; Black & Gregersen， 1991; Black， Mendenhall， & Oddou.l991; Black & Stephens， 1989; 
Caligiuri， Hyland， Joshi， & Bross， 1998; Copeland & Norell， 2002; Harvey， 1985; Herleman， Britt， 
& Hashima， 2008; Mohr & Klein， 2004; Parker， 1993; Punnett， 1997; Lauring & Selmer， 2010; 
Shaffer & Harrison， 2001; Shaffer. Harrison， Gilley， & Luk， 2001)。
近年，日本国内においても， 日本人海外駐在員配偶者，主に妻の異文化適応の問題と梢ネ1的他
康に焦点を当てる研究が蓄積されてきた。それらの研究の多くは，日本人海外駐在員裂のメンタ
jレヘルスに着目しており，彼女たちの精神的健康と関連する要因が検証・解釈されている (Ozeki
& Knowles， 2009 :小林.2001. 2002;小林・明田. 2003;小山.2008)。また，伊佐 (2001)は，
女性の帰国適応を論じる際に，米国に在住した日本人海外駐在妻の在住期間内における適応問題
を取り上げている。佐藤 (2005)は社会的支援ネットワークの視点から，マレーシアに在住して
いる日本人駐在員喪の異文化適応モデルを構築してきた。
そこで，本研究では，上述の先行研究の成果を踏まえ，上海が長期滞在の日本人が最も多い都
市であることから，上海に在住している日本人海外駐在員喪の適応問題に焦点を当てる。彼女た
ちが，上海でどのような異文化適応の問題に直面しているのか 彼女たちの異文化適応はどのよ
うな要因に影響されているのかを解明するため，上海に在住している日本人海外駐在貝妻を直接
研究対象とした探索的な聞き取り調査のデータの一部，すなわち上海の日本人集住マンションに
居住している日本人海外駐在員妻のデータを用いて，彼女たちの適応モデルの構築を試みる。
2.先行研究概観と本研究の課題
先述の米国人を中心とした海外駐在員配偶者の研究の中では Blackと共同研究者の一連の実
証研究は代表的なものであり，今日まで多大な影響力を持っている (Black& Gregersen. 1991; 
Black， Mendenhall， & Oddou.l991; Black & Stephens. 1989) 0 Blackらの研究では，米国人海外
駐在員の適応測定尺度を参照し，配偶者の適応測定尺疫を「生活適応リと「対人適応Iに分類
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した。彼らは，米国人海外l駐在員の適応iWJ%::尺j立の定識を応用し.r生活適応」と「対人適応」
は「外国における一般的な環境への適応」と「現地の住民との交流への適応J(Black & Gre-
gersen. 1991. 463)であると意味づけた。配偶者の「生活適応」は.r生活全般に関してJ.r住宅
状況J.r食事J.r買い物の仕方J.r生活のコストJ.r娯楽・リクリエーション施設の利用」と「医
療機関の利用Jの7つの下位項目を含んでおり.r対人適応」は 「現地の仕民との付き合いjと
「現地の住民との日々の交流」の 2つの下位項目を含んでいる。 Shaffer& Harrison (2001)は，
海外駐在員配偶者の適応モデルを作成する際. Black & Stephens (1989)の海外駐在員配偶者の
適応測定尺度を参考にし， r生活適応」と「対人適応」のほかに「個人適応」の測定尺度を加えた。
「個人適応」は， r異文化の環境に溶け込んで、いき，その環境に属するように，あるいは家にいる
ように感じていること」と定義づけられ， r帰属感，心地よさと家のような雰囲気」という 3つ
の下位項目から構成されている (Shaffer& Harrison. 2001. 239) 0 Ali， Zee， & Sanders (2003)は，
海外駐在員配偶者の典文化適応の尺度を「心理的適応J，r社会文化的適応J.r典文化交流」と名
づけたが.これらの 3つの適応の尺度は Shaffer& Harrison (2001)の尺度と類似しているもの
であると考えられる。その一方で、， Mohr & Klein (2004)は，海外駐在員配偶者(妻)の海外
生活によるキャリアウーマンから専業主婦への役割の変化 または専業主婦の海外生活の中で新
たに生じてきた生活課題と役割期待の増加について重視し， Blackらの「生活適応Jと「対人適応」
という測定尺度のほかに，新たに「役割適応Jの適応尺度を付け加えた。
これまでの研究では，米国人を中心とした海外駐在員配偶者の適応に影響を与える要因につい
て明らかにされてきたO 例えば Blackらの研究では 配偶者の「生活適応Jにプラスの影響を
与えている要因は，家族からのソーシャル・サポート，現地の住民からのソーシャル・サポート，
会社側が想定する配偶者の帯同赴任の意見と自発のトレーニングであるとしている。配偶者の
「対人適応」にプラスの影響を与えている要因は，会社側が想定する配偶者の帯同赴任の意見と
居住条件であるが，マイナスの影響を与えているのは会杜からのトレーニングと文化の新奇性と
いう 2つの要因である (Black& Gregersen. 1991; Black， Mendenhall， & Oddou，l991; Black & 
Stephens， 1989) Q Shaffer & Harrison (2001)では，海外駐在員配偶者の「個人適応Jにプラス
の影響を及ぼしている要因は，ソーシャJレ・ネットワークの人数と広さ，未就学児を持つことお
よび望ましい居住条件であり，マイナスの影響を及ぼしている要因は，社交的セルフエフイカ
シーと文化の新奇性であるとしている。また，海外駐在員配偶者の「対人適応」にプラスの影響
を及ぼしているのは，滞在聞の言語の流暢さ，ソーシャル・ネットワークの広さ，現地の住民か
らの奥深いサポートと望ましい居住条件という 4つの要因であり，マイナスの影響を及ぼしてい
るのは拡大家族のサポートという要因であるとしている。そして，海外駐在員配偶者の「生活適
応Jにプラスの影響を与えている要因は，ソーシャル・ネットワークの広さ，望ましい厨住条件
と駐在期間の確実性であり，マイナスの影響を与えているのは文化の新奇性という要因であると
している。
つ
リ
Ali. Zee. & Sanders (2003)の研究では，海外駐在員配偶者の適応に影響する要因を「個人次
元J.r家族の特償」と「海外駐在員の仕事の特徴」の3つの次元に分類した。「個人次元」の寛
容性と「海外駐在員の仕事の特徴jの海外駐在員の仕事上の満足度は，配偶者の「心理的適応J.
「社会文化的適応」と「異文化交流」の3つの適応尺度と共にプラスの影響があるとしている。
また，海外駐在員配偶者の「心理的適応」にプラスの影響を与えているのは.r個人次元Jの精
神的安定性，ならびに.r家族の特徴」の家族の団結と家族の適応であるとしている。さらに，
配偶者の異文化適応にプラスの影響がある要因は駐在の期間，駐在員の年収，配偶者の語学力と
過去の海外経験を含んでいゐことを指摘している。 Mohr& Klein (2004)の研究では，海外!駐
在員配偶者の「生活適応」にプラスの影響を与えている要因は，配偶者の年齢，滞在国の言語レ
ベjレ，過去の海外経験駐在の期間と海外駐在員の適応程度であり，マイナスの影響を与えてい
る要因は文化的距離のみであるとしている。また，配偶者の「対人適応」にプラスの影響を与え
ている要因は，配偶者の年齢，滞在国の言語レベル.海外生活の動機，現地の住民との交流およ
び駐在の期間であり.r役割適応」にプラスの影響を与えている要因は，過去の海外経験，海外
生活の動機，駐在の期間および海外駐在員の適応程度であるとしている。
一方，海外駐在員配偶者の適応を精神的健康度に置き換え，ソーシャル・サポートと海外駐在
員配偶者の適応との関係性を実証する研究も行われている (Copeland& Norell. 2002) 0 Cope-
land & Norell (2002)は，団結性の高い家族は海外駐在員配偶者の適応に影響を与えているが，
友人からのサポートはより重要な役割を果たしていることを提唱した。また.適応桂度の高い海
外駐在員配偶者は，友人と過ごす時聞が長く，友人から得たサポートも多いことが判明した。た
だし配偶者の適応度は友人の国籍とは関連しないとしている。
米国人を中心とした海外駐在員配偶者の適応モデルについては研究が進む一方で，日本人海外
駐在員配偶者，主に妻の適応、に関わる研究も徐々に増加している。それらの研究により，米国の
研究と同様に.家族の事情，特に配偶者の適応は駐在員の仕事の成功に影響を及ぼす重要な要因
であることが明ちかになっている (Fukuda& Chu. 1994: Takeuchi. Yun. & Tesluk. 2002:永井，
1994. 1999. 2002)。
日本国内では，主にコミュニケーション学と臨床心理学の分野において日本人海外駐在員妻を
直接の調査対象とした研究が行われている。佐藤 (2005)は，欧米諸国で開発された理論モデル
が日本人に適用できるのかを疑問視し，日本人海外駐在員費独自の適応モデルを構築しようと試
み，マレーシアに在住する日本人海外駐在員妻の異文化適応の構造を「心身的適応J.r対人関係
的適応J.I生活習慣への適応」の3つに分類したO さらに 佐藤 (2005)では，在マレーシア日
本人海外駐在員妻の語学力とマレーシアに対する肯定的感情という個人レベルの要因，滞在国の
人々からのソーシャル・サポートという対人レベルの要因が彼女たちの適応を促進しているとし
ている。その一方で，現地日本人からの文化サポートという対人レベルの要因は在マレーシア日
本人駐在員妻の適応を妨げているとしている。
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また，友人からのソーシャル・サポートが日本人海外駐在員妻の異文化適応とメンタルヘルス
に影響を与えるという研究も行われているが，これらの研究では佐藤 (2005)の研究結果とは異
なり，異文化において形成されている同国人や滞在国の人々との友人関係は， 日本人海外駐在員
喪の異文化適応に相反する両効果が同時に存在するとしている(木村， 2002;小林・明田，
2003 ;福永， 2000;山田， 2004;叶， 2013， 2014)。駐在後，お互いに協力し合えた夫婦は駐在
前と比較して夫婦関係が良好になり，特に夫からの援助は， 日本人海外駐在員妻の適応にプラス
の影響を与えていることが報告されている (Ozeki& Knowles， 2009 ;小林， 2001， 2002;小林・
明田， 2003;佐藤， 2001a， 2001b;叶， 2013， 2014)。
これまでの日本人海外駐在員妻の研究は，駐在員妻の異文化での生活や人間関係の実態を把握
するための貴重なデータである。しかし，調査対象者の多くが欧米諸国に在住する駐在員妻で
あったことから，地域的な偏りが見られる。特に，現在， 日系企業が数多く進出している中国を
対象とした研究は少ない。管見の限りでは， Ozeki & Knowles (2009)と三善 (2009)が北京地
域で行った調査研究，ならびに，拙稿(叶， 2013， 2014)の上海における日本人駐在員妻を対象
とした研究以外に，学術的な視点から調査研究されたものは見当たらない。さらに，既存の米国
人中心の海外駐在員配偶者の適応尺度とモデル (Black& Gregersen， 1991; Shaffer & Harrison， 
2001)および佐藤 (2005)の在マレーシア日本人駐在員奏の異文化適応モデルは，上海に在住す
る日本人海外駐在員妻に適用できるのかについて疑問が残る。そこで，先行研究の成果を踏まえ，
上海に在住する日本人海外駐在員妻に適用可能な適応モデルを構築する必要がある。本研究で
は，上海に在住する日本人海外駐在員奏を直接の研究対象とした探索的な聞き取り調査のデータ
の一部，すなわち上海の日本人集住マンションに居住している日本人海外駐在員妻のデータを用
いて，彼女たちの適応モデルを構築することを目的とする。
3，調査と分析の方法
3.1調査方法と調査協力者
調査協力者の抽出は，日本人集住マンションに居住している著者の知人の紹介から，さらに知
人を紹介してもらうというスノー・ボール・サンプリングを採用した。 2012年2月から 2013年
8月にかけて，調査協力者の21名に質問票調査とインタビュー調査を実施した。質問票調査は，
主に調査協力者の個人特性を把握するために行ったが(表l参照)，聞き取り調査は，上海に在
住することに対しての考え方の変化 在住前後の生活スタイルと人間関係の変化および上海での
適応に関する考え方などについて，比較的自由に語ってもらう半構造化面接法を用いて行った。
聞き取り調査は2012年2月， 2012年8月， 2012年1月， 2013年2月と 2013年8月の5回に
分けて実施した。一人の聞き取り調査の所要時間は，毎回 l時聞から 1時間半程度であった。聞
き取り調査の会話は協力者の了承を得てすべて録音した。なお， 2012年2月， 2012年8月，
2013年2月と 2013年8月の調査では，筆者が調査協力者の在住しているマンションを訪問し，
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質問票調査と聞き取り調査を実施したが， 2012年1月の調査は， Skypeを利用した電話インタ
ピューの形で行った。
表lが示すように， 8さんと Eきんを除く調査協力者の年齢は， 30代と 40代に集中している。
過去の海外在住経験 2については， Cさん， LさんMさんと Rさんを除く 17名は初めての海外
在住である。調査時点での滞在年数については， 1年未満の人は3名， 1年以上2年未満の人は
10名， 2年以上3年未満の人は4名， 3年以上の人が4名である。中国語の語学レベルについては，
Lさんと Mさんは中級以上の語学力を持っているが ほかの協力者は日常会話ができる初級税
度である。渡航前の就業形態については，フルタイムで働いていた人は8名，パートタイムで働
いていた人は3名，その他の 10名は専業主婦であった。上海に来てからは，全員が専業主婦で
ある。子どものいない協力者は4名，子どものいる者は 17名である。
表1.調査協力者の基本情報 3
協者力 最終 過去の海外 渡航前の就業 子どもの 子どもの
調査日 年齢 滞在年数 在住経験 形態 数 学年
A 2012.11 40 代 l年1ヶ月 なし フJレタイム O --B 2013.2 50代 2年 なし 主婦 O --C 2013.8 40 1-~ 1ヶ月 アメリカ5年 ノTートタイム O 
D 2012.8 30代 7ヶ月 北京 フルタイム O / (年数不明)
E 2013.2 60代 5年 なし 主婦 2 日本で就職
F 2013.8 40代 l年8ヶ月 なし 主婦 2 小，幼
G 2012.11 30代 l年3ヶ月 なし フルタイム 2 小，幼
H 2012.8 30代 10ヶ月 なし ノTー トタイム 3 小，幼l
未就学
2013.8 40代 2年1ヶ月 なし フルタイム 2 中，幼
2012.11 40代 4年 なし 主婦 2 小，幼
K 2013.8 40代 2年1ヶ月 なし 主婦 2 小，幼
L 2013.8 40代 l年1ヶ月 話器陽と上海， フルタイム 3 小，幼，幼
合計2年半
M 2013.8 40代 2年10ヶ月 広東省約3年 フルタイム 幼
N 2013.8 40代 l年5ヶ月 なし 主婦 2 ノj、，幼
O 2013.8 30代 l年6ヶ月 なし 主婦 3 小，幼，幼
P 2013.8 40代 l年6ヶ月 なし 主婦 2 小，幼
Q 2013.8 30代 1年6ヶ月 なし フjレタイム 2 幼，幼
R 2013.8 40代 7年10ヶ月 北京 主婦 2 高，中
(年数不明)
S 2013.8 40代 l年6ヶ月 なし 主婦 2 小，幼
T 2013.8 30代 3年 なし パー トタイム 3 高， 1:コ，小
U 2013.8 40代 l年7ヶ月 なし フルタイム 2 ノl¥小
本研究の調査協力者が在住しているマンションについて説明する。このマンションは，上海の
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市内エリアに位置し 199051".代後半に建設され 500世帯が入居可能な日本人向けの賃貸マンショ
ンである。筆者が調査したH寺点で、は，マンションの居住率は95%以上に達していた。マンショ
ンに居住するのは日本国籍を持つ者がほとんどであるが， 日本人と結婚している他国籍の者も配
偶者として居住している。マンションの運営スタイルは， 日本人の経営管理者のもとに， 日本語
を話すことができる中国人従業員が実際の業務を行うという形である。マンシ司ンの居室は，日
本人の生活習慣に合わせた玄関や浴室などのある日本式の間取りである。マンシヨン内の公共エ
リアには，コンビニエンスストア， レストラン，大浴場，幼稚園，キッズ、ルーム，グラウンド，
スポーツジム，習い事教室などが設置されている。マンションの周辺には，中凶系のショッピン
グモール，欧米系のスーパーマーケット，日系の百貨庖など便利な施設が多い。
3.2分析方法
本研究では.Shaffer & Harrison (2001)の分析手法を参照し，テンプレート・アプローチ
(template approach) 4を用いて聞き取り調査のデータ分析を行った。まず，上海の日本人集住
マンションに居住している日本人海外駐在員妻に適用可能な適応モデルを構築するために，先行
研究をもとに「適応の次元」と「適応の影響要因」という 2つのテンプレートを作成した(表2
と表3参照)。さらに，事例ごとに会話の内容をすべてテキスト化した。聞き取り調査のデ』タ
を用いて，適応の次元テンプレートと適応の影響要因テンプレートに対しては，それぞれのコー
ドリストを修正したり新たなコードを付け加えたりした(図 l参照)。
4.分析結果
4.1上海の日本人集住マンションに居住している日本人海外駐在員妻の適応の次元
先行研究の海外駐在員妻の適応次元に関するものをまとめた結果，本研究では，海外駐在員妻
の適応次元のテンプレートを「生活適応J. I対人適応J.I個人適応」と「役割適応jに分類する
ことにした(表2参照)0I生活適応」の次元には，生活全般に関して，住宅状況，食事，買い物
の仕方，生活のコスト，娯楽・リクリエーション施設の利用と医療機関の利用が合まれている O
「対人適応」の次元は，現地の住民との付き合いと現地の住民との日々の交流の2点. I個人適
応」は帰属感，心地よさと家のような雰囲気の3点から構成されている。「役割適応jの次元に
おいては下位項目が存在しないことが判明した。このテンプレートをもとに，聞き取り調査の
データのコーデイングを行った。
まず. I生活適応Jの次元については，調査協力者は生活全般に関して上海での生活，特に日
本人集住マンションの中での生活に対して満足度が高いと言える。調査協力者は日本人集住マン
ションに住むことによって， 日本的な生活スタイルを維持できること，または日本にいた時より
も高い生活水準で暮らせることを高く評価している。住宅状況に関しては，調査協力者のほとん
どはマンションの住宅状況やマンション従業員のトラブル対応に満足しているが，マンションの
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古さや建築の仕方について不満を持っている者もいる。食事に関しては，上海では日本式の食品
が豊富で，日本にいる頃とほぼ変わらない食生活ができるが，なかには入手しにくいものがあっ
たり，同じ日本のブランドの商品でも味が異なったりする場合があると語っている。野菜や果物
などの農薬の使用と水の清潔さに対する不安がある者もいる。例えば， Eさん， Fさんと Gさ
んは以下のように述べている。
日本と変わらないくらいですね。やっぱり鮮魚が入りにくいですので，魚の|長l数がiJえった
くらいで，あとはほとんど変わらないで、す。 (Eさん)
日系スーパーで¥カレー粉を買ったときに，味が全然違ったの。日系って，本当に日本か
ら輸入したかなと思った。味が全然違って， もっ三度とこっちで買わない。同じものを探せ
ばきっとあるかもね，失敗するのは怖くて。 (Fさん)
やっぱり全部jJE薬がないと書いても，本当かなと。多分大人だけだとそこまで十111~告白にな
らないだろうけど，子どもが口にするのと，大人が口にするのとは，やっぱり先のこともあ
りますし今でも心配がありますよね。できる限り野菜を洗っておくとか，買う場所もちゃ
んと選んで… (Gさん)
買い物の仕方に閲しては.彼女たちは主にマンション内のコンビニエンスストアや徒歩閤内の日
系スーパーと外資系スーパーで買い物をしたり マンションのシャトルパスそ利用して友人と共
に街中に出かけたりしている。また インターネットで品物を注文して宅配のサービスを利用す
る者もいる。生活のコストについて調査協力者は 上海の商品.特に日本からの輸入品の値段が
高いと感じている。例えば Gさんは下記のように語っている。
食費と言ったら，こフちのほうがかかっていますね。こっちは高いかもしれない。地元の
市場の野菜や冷凍肉を買っていれば，食費は日本で生活するときよりすごく安くて済むと思
いますけど，そうではないので。(マンション内の)コンビ、ニとかで買う野菜や肉は日本の
スーパーよりず、っと高いですから。 (Gさん)
娯楽・リクリエーション施設の利用については調査協力者の中では，マンション内のジム，プー
ルや習い事の教室などを利用する者が多い。または日本人向けの情報誌に掲載されているリクリ
エーション施設や友人から紹介された場所に行く場合もある。医療機関に関して調査協力者は，
マンション内の 24時聞の医療室を利用したり 友人や保険会社の紹介を通して上海市内の日本
語の通じる病院に行ったりしている。
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したがって，上述の分析からみると， 日本人集住マンションに在住している日本人海外駐在員
喪は， J二泊:で・の生活に対して糊足度が比較的に商いと考えられるが，住宅状況，食事，生活のコ
ストの3点を問題視していることが分かる。
「対人適応」の次元について調査協力者は， 日常生活において現地の中国人とのコミュニケー
ションが少ないと指摘している。彼女たちは，日本人集住マンションに在住しているため，マン
ションの住民はほぼ日本人である。マンションの中で仕事をしている中国人従業員もいるが，日
常の挨拶のほかに，マンション内のトラブJレ対応や部屋清掃の際のみに，中国人従業員との接触
が起こる。その際は，日本語と簡単な中国語で対応すればよいと調査協力者は語っている。また，
Oさんの一番下の子どもを除けば，調査協力者の子どもたち全員が日系の学校(日系幼稚園と日
本人学校を含む)に通っている。その中で，幼稚園児のほとんどはマンション内の幼稚園に通っ
ており，小学生以上の子どもたちはマンションのシャトルパスを利用して通学している。そのた
め，幼稚園の送り迎えや子どもの学校での行事に行っても， 日本人の教師や母親と接触すること
がほとんどである。調査協力者は子どもの学校関係(幼稚園，小学校 習い事の教室など)を通
じて別の日本人の母親と知り合う。こうして知り合った母親は同じマンションに居住しているた
め，子どもの学校以外でもマンション内でコミュニケーションをとったり，上海での生活情報を
交換したり，一緒に買い物や学校行事に行くなどの共同行動を行ったりする。そのため，調査協
力者は中国人との聞のコミュニケーションの問題よりも，現地の日本人，特に同じマンションに
居住している日本人の母親同士とトラブルを起こさないように，良好な人間関係を維持すること
に注意を払っている。例えば， 0さんと Qさんは以下のように述べている。
もめたりすると(マンションに)住みにくくなるじゃないですか。だからちゃんと挨拶も
するし，基本的なことをやれば，みんな良心的な人だから，住みやすいです。 (0さん)
トラブルがないほうが絶対楽しいし，自分が楽しまないと家族も楽しめないので，現状を
楽しむことかな。…やっぱり社宅みたいなものなので，一個うわさがあるとすごく広まるん
ですよ。すごいですよ。はやいですよ。ぴ、っくりするくらいはやいです。全然関係ない子か
ら，ねえねえ，これってみたいな話を聞かれる感じで，この怖さだけは肝に銘じておこう。
喋らないよりはあまり敵を作らないこと。 (Qさん)
したがって，調査協力者の対人適応の次元においては，先行研究で提唱されている現地の住民(中
国人)との付き合いおよび日々の交流ということではなく，現地の日本人同士の良好な関係の維
持が重要で、ある。
聞き取り調査のデータをコーデイングした結果，調査協力者は個人適応の次元において言及す
ることが少なかったが，彼女たちは「今の生活を楽しむこと」を強調していた。ここでの彼女た
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ちのこの発言は，上海において生活しているからこそできること すなわち個人の趣味や友人と
の付き合いを楽しんでいくことを意味している。本研究では，個人適応の次元において「心地よ
さ」という点のみが示された。ただ，調査の結果をよりよく表すために，本研究では「今の生活
を楽しむこと」という用語を採用することにする。
その一方で，多くの調査協力者は「役割適応」の次元について語っている。まず，上海に渡航
する以前に仕事をしていたか否かとは関係なく，調査協力者は上海に在住以降，家にいる時間が
増えており，駐在員である夫の仕事の支障にならないように，家事や育児をより重視していると
述べている。特に，子どものいる調査協力者は 海外生活において子どもに安全で安心して暮ら
せる環境を提供しなければならない意識が強くなっている。彼女たちは子どもの食の安全を確保
するために，さまざまな買い物の情報，特に安全な食品の情報を収集している。または日本から
日本の食品を調達してくる。それは，子どもに日本にいた頃と同じような食べ物を提供するため
である。近年，上海での大気汚染問題が深刻になっているため， 日本人の母親は毎日空気質指数
を確認し，子どもの遊ぶ時間と場所を選択する。したがって，聞き取り調査の結果から考えて，
本研究において役割適応の下位項目として，妻の役割と母親の役割の重視を付け加えることにす
る。
上述のように，海外駐在員妻の適応の次元テンプレートを参照して，聞き取り調査のデータを
コーデイングした結果，上海の日本人集住マンションに在住している日本人海外駐在員誕の適応
は.生活適応、，対人適応.個人適応，役割適応という 4つの次元に分類できることが判明した(区l
l参照)。生活適応の次元は，住宅状況，食事，生活のコストから構成されている。対人適応の
次元には，現地の日本人同士の良好な関係を維持することが含まれている。個人適応の次元には
今の生活を楽しむこと，役割適応の次元には妻の役割と母親の役割の重視という点が合まれてい
ることが明らかになった。
表2.海外駐在員妻の適応の次元テンプレート
生活適応
生活全般に関して
住宅状況
食事
買い物の仕方
生活のコスト
娯楽・リクリエーション施設の利用
医療機関の利用
対人適応
現地の住民との付き合い
現地の住民との日々の交流
個人適応
帰属感
心地よさ
家のような雰囲気
役割遮応
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4.2上海の日本人集住マンションに居住している日本人海外駐在員妻の適応の影響要因
先行研究の海外駐在員裂の適応に影響~を与える要因に|期するものをまとめた結果，本研究で
は，海外駐在員裂の影響要因テンプレートを.I個人要因J.I人間関係要因J.I環境要因」と「そ
の他の嬰I~JJ に分類することにした(表 3 参照)。その中で. I個人要1z;IJの側面では，海外在住
の動機，赴任問への肯定的感情，寛容他精神的安定性，過去の海外経験，未就学児を持つこと，
語学力，年齢，自発のトレーニング，社交的セルフエフイカシーが含まれている。「人間関係要因」
は，さらに「家族関係」と「友人関係」という 2つの側面に分類される。「家族関係」の下位項
目は家族からのソーシャル・サポート，家族の団結，家族の適応程度，夫である駐在員の仕事上
の満足感と拡大家族からのサポートという 5つの項目である。「友人関係」の下位項目はソーシャ
ル・ネットワークの人数，ソーシャル・ネットワークの広色友人と過ごす時聞の長さ，現地の
住民からのソーシャル・サポートと現地の日本人からのサポートという 5つの項目である。「環
境要因」の側面には，文化の新奇性と望ましい居住条件という 2つの下位項目が存在しており，
「その他の要因」の側面には，会社からのトレーニング，駐在期間の確実性と夫の年収という 3
つの下位項目が存在している。
「個人要因」の側面において，調査協力者は滞在国への感情と海外在住の動機について言及し
ている。調査協力者の多くは，上海に在住以前， 日本のマスメディアの報道などの影響を受け，
子どもを連れて中国で生活することに対して，治安環境，食品・日用品の調達，子どもの学校生
活と語学の面について不安を抱えていた。そのため調査協力者は上海で生活することに対して，
肯定的な感情を持っていなかったと言える。しかし，調査協力者の中には夫の海外赴任に伴って
海外在住することに対して.子どもが小さく.父親と共に過ごしたほうがいい年頃であり，父親
と離れることは問題であり，海外で家族一緒に生活することを選択した者がいた。また，家族と
共に赴任したいという夫の意向を受け入れる一方，海外で何年か生活するのは良い経験になると
いう思いから，家族共に中国に渡航することを決意した者もいた。さらに，海外で生活すること
を自分の世界を広げるチャンスとして受けとめ 家族と共に中国に渡航することを決意した者も
いた。つまり，調査協力者は海外で生活することに対して大きな抵抗がなく，海外在住動機は高
いと言える。例えば.Fさんと Jさんは以下のように語っている。
やっぱり子どもが小さいので、。…父親と離れるのは問題あるかなと。それに，海外で生活
するというのは，なかなかできないチャンスなので，いい経験だと思って，ついていかない
という選択がなかった。 (Fさん)
やっぱり長い人生だから，駐在って決められた3.4年で，やっぱりいろんな世界を見て，
自分の世界を広げたいと思うから…(Jさん)
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また，子どもを持つこと，特に幼稚園児を持つことは，調査協力者の適応に大きな影響を与えて
いると考えられる。Shaffer& Harrison (2001)は，幼い子どもを持つことは，海外駐在員妻のソー
シャル・アイデンテイテイの一部を維持することに役立つと提唱しているが，本研究の調査協力
者は異なる解釈を述べている。彼女たちは，子どもを通じてほかの日本人の母親と知り合って友
達になる機会が増えると語っている。子どもを持つ調査協力者が現地の日本人の母親同士でど
のような援助を受けているかについては後述する。したがって， i個人要因」の側面に関して，
本研究では海外在住の動機と子どもを持つこと，という 2つの下位項目を取り上げる。
「人間関係要因」の「家族関係」の側面において，拙稿(叶， 2014)で述べたように，調査協
力者は良好な夫婦関係，夫からのサポートおよび拡大家族からのサポートを言及している。調査
協力者の多くは，上海に在住以降，夫婦関係が良くなったと認識している。また，子どものいる
調査協力者は，日本在住時よりも日常生活に関する情緒的サポートと育児に関する直接的サポー
トを夫からより多く受けている。子どものいない調査協力者も， 日常生活に関する悩み事や判断
に迷うことがあれば夫に相談したりしている。調査協力者は，夫の在宅時間の増加により，より
積極的に夫に対応してもらい，夫からの情緒的サポートが獲得しやすくなっていると認識してい
る。しかし，家事に|制しては，夫からのサポートは日本にいた時と同様に得られていないようで
ある。さらに，上海に住むようになってから，調査協力者は聞内の親焼，特に母親方の親族と悩
話，メール，インターネットを通じて連絡をし，一時帰国する際には直接会うことがある。彼女
たちは.母親方の親族，すなわち実の母親や姉妹と.子どものことや日常生活の出来事を報告し
たり，育児中の悩み事を相談したり， 日本圏内の育児の情報を得たりしている。
「人間関係要因」の「友人関係Jの側面において，拙稿(叶， 2013， 2014)で述べたように，
子どものいる調査協力者は，子どもの学校関係(幼稚園，小学校，中学校，習い事の教室など)
を通じて，ほかの日本人の母親と知り合い，友人関係を築いている。その中，子どもの状況が類
似する母親同士の関係がより深まることが多い。ここでの子どもの状況とは，子どもの学年，性
別， きょうだい関係などを意味している。また，母親の子どもの教育方針および自身のパックグ
ラウンドと生活スタイルなどが類似すればするほど，母親同士の関係が良くなっていく。さらに，
子どもの状況と母親自身の状況に加え，在住するマンションが閉じならばより親密な関係を築く
ことができる。それは，マンション内には大浴場やビジネスルームといった顔を合わせる場所が
多々あり，同じマンションに居住することで一緒に買い物や学校行事に行くなどの共同行動を行
いやすいからである。調査協力者はこうして構築された友人ネットワークから，多様なサポート
を受けている。例えば，彼女たちは上海での生活や育児に関する情報を交換したり，悩み事を相
談したりしている。また，母親は用事があるときに子どもの面倒を見てもらう場合もある。つま
り，子どものいる協力者は主に，同じマンションに居住している日本人の母親同士から，情報的
サポート，情緒的サポートと置接的サポートを受けていることが判明した。子どものいない協力
者も，閉じマンションに居住している日本人海外駐在員妻と知り合い，生活上に必要な情報を聞
いたり，ー紺にランチに出かけたりする友人にまで発展する場合もある。ただ，子どものいる協
力者と比較すれば，子どものいない協力者はこのような友人ネットワークにおけるやり取りの頻
度が少なく，受けるサポートも限られていると考えられる。
その一方で、， 1:1本人集住マンションにおける友人ネットワークは，調査協力者にストレスをも
たらす場合がある。例えば，子どもたちの聞でトラブルが起きた場合 母親同土の関係に悪影響
が及ぶことが予想される。また，彼女たちが何をしているのかがすぐ他の人に知られ，噂も驚く
ほど阜く広がり，多少無理をしてでも相手に合わせる行動を取らなければならない場合があると
考えられる。
上述の分析から， r人間関係要因」の「家族関係」の側面において，本研究では良好な夫婦関係，
夫からのサポートと母親方の親族からのサポートを取り上げる。夫からのサポートの下位項目に
は，情緒的サポートと育児に関する直接的サポートを設ける。母親方の親肢からのサポートの下
位項目には，情緒的サポートと情報的サポートを設ける。また， r友人関係Jの側面において，
本研究では現地の日本人からのサポートと現地の日本人ネットワークの拘束性を取り上げる。現
地の日本人の母親同土からのサポートの F位項目には，情報的サポート，情緒的サポートと育児
に関する直接的サポートを設ける。
「環境要因」の側面において，調査協力者のほとんどが.上海の暮らしやすきを認識している。
彼女たちは，上海では日本の商品が豊富で手に入れやすく.上海の中国人が外国人に慣れている
ことを評価している。例えば， Lさんと Iさんは以下のように発言している。
滞陽と比べると，ものが豊富0 ・・・時代も変わったと思うけど，洛陽から上海に来たときは，
日本から輸入したものが多くて，やっぱりすごい，いっぱいだと思いま Lた。 (Lさん)
日本人の数はすごく多いですね，中国の中でも，上海はとぴ抜けて。…上海だと，歩いて
しゃべれる人が少ないけど，お庖だと，ご飯を食べに行ったり，お買い物をしたりすると，
やっぱり中国人でも日本語をしゃべれる方もいますので，絶対に中国語をしゃぺれないとい
けない環境ではないので，そこは違うかなと思いました。来てみたら，普通に日本の新聞や
情報誌があったり， DVDもCDも普通に売られたりするので。日本人が多いからですね。
暮らしやすい環境だと思います。 (Iさん)
また，調査協力者は自身の居住している日本人集住マンシヨンの特殊性を認識している。彼女た
ちは，自身の日常生活，すなわち，買い物，趣味の教室，友人との付き合いなどのすべてを，上
海の現地社会や中国人とほとんど接触せずに，マンション内において完結できることを?述べてい
る。また，彼女たちは， 日本人集住マンションに住むことで¥日本的生活スタイルを維持できる
こと，または日本にいた頃よりも高い生活水準で、暮らせることを高く評価している一方で、，自身
の中国語が上達しない点ならぴに，中国人とのコミュニケーションがほとんどないことを残念に
思っている。したがって 本研究では「環境要因」において 現地の暮らしやすさと望ましい居
住条件という 2つの下位項目を設ける。
「その他の要因」の駐在期間の確実性に関して 調査協力者で在住期聞を確定できる者が少な
いが，上海に在住する期聞が限定されていることは認識している。彼女たちは，期間が限定され
ているからこそ，上海での生活と人間関係を楽しもうとすると理解している(叶， 2014)。会社
からのトレーニングと夫の年収に関して，調査協力者は言及していなかったが，聞き取り調査の
データをコーデイングした結果， I会社からの経済的サポート」を設けることにする。それは，
調査協力者は夫の会社から，住宅に関する経済的なサポートを受けているため， 日本人集住マン
ションに住むことが可能になるからである。そのため，本研究では「その他の要因」において，
限定されている海外在住の期間と会社からの経済的サポートを設ける。
表3.海外駐在員妻の適応の影響要因テンプレート
個人要因
海外在住の動機(+)
赴任国への15定的感情(+) 
究容性(+)
粉布1的安定性(+)
過去の海外経験(+)
幼い子どもを持つこと(+) 
語学力(+)
年齢(+)
自発のトレーニング(+)
社交的セルフエフイカシー(ー)
人間関係要因
家族関係 友人関係
家族からのソーシャル・サポート(+) ソーシャル・ネットワークの人数(+)
家族の団結(+) ソーシャル・ネットワークの広さ(+)
家族の適応程度(+) 友人と過ごす時間の長さ(+)
夫である駐在員の仕事上の満足感(+) 現地の住民からのソーシャル・サボ}ト(+)
拡大家族からのサポート(一) 現地の日本人からのサポート(+ー)
環境要因
文化の新奇性(+) 
議ましい居住条件(+)
そのイ也の要因
会社からのトレーニング(ー)
駐在期間の確実性(+)
夫の年収(+)
注:(+)は積極的要因， (ー )は消極的要因であることを意味する。
5剛考察とまとめ
本研究では，主に米国人を中心とした欧米の海外駐在員配偶者の適応尺度とモデルおよび在マ
レーシア日本人海外駐在員妻の適応モデルをもとに，海外駐在員奏の適応の次元と影響要因のテ
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ンプレートを作成した。この2つのテンプレートを用いて，上海の日本人集住マンションに居住
する日本人海外駐在員妻の聞き取り調査のデータをコーデイングし，彼女たちに適用可能な適応
モデルの構築を試みた。その結果，上海の日本人集住マンションに居住する日本人海外駐在員妻
の適応モデルは，欧米のj毎外駐在員配偶者のモデルおよびマレーシア在住の日本人海外駐在員奏
のモデルと異なっていることが明らかになった。
まず，医1で示したように，本研究の上海の日本人集住マンシヨンに居住する日本人海外駐在
員養の適応の次元は.r生活適応J.["対人適応J.r個人適応J.r役割適応」の4つに分類できる
ことが明らかになった。本研究の「生活適応」の次元は，住宅状況，食事，生活コストという 3
つの下位項目から構成されている。「対人適応jの次元は，現地の日本人同士の良好な関係の維
持の項目. ["個人適応」の次元は，今の生活を楽しむことの項目.r役割適応」の次元は，妻の役
割と母親の役割の重視の項目から構成されている。
また，本研究における日本人海外駐在員妻の適応の影響要閣は.r個人要悶J.r人間関係嬰閃J.
「環境要因J.rその他の要因」の4つから構成されていることが判明した(図l参照)0r個人要因」
は，海外在住の動機と子どもを持つことを含んでいる。「人間関係要因」は「家族関係」と「友
人関係」という 2つの側面に分類される。「家族関係Jは良好な夫婦関係，夫からのサポート，
母親方の親族からのサポートという 3つの下位項目がある。さらに，夫からのサポートは，夫か
らの情緒的サポートと育児に関する直接的サポートという 2つの項目，母親方の親族からのサ
ポートは，情緒的サポートと育児に閲する情報的サポートという 2つの項目から構成されている。
「友人関係」は現地の日本人からのサポートと現地の日本人ネットワークの拘束性という 2つの
下位項目があることが明らかになった。現地の日本人からのサポートは情報的サポート，情緒的
サポートと育児に関する直接的サポートという 3項目を含んでいる。「環境要因」では現地の暮
らしやすさと望ましい居住条件という 2つの項目があり.rその他の要因」では限定されている
海外在住の期間と会社からの経済的サポートという 2つの項目が存在している O
江淵 (2001)は，タイ・マレーシアにおける日本人学校を研究する際に「カルチュア・ショッ
ク緩衝装置jという用語を提唱し.r日本入学校は，現地文化との直接接触を回避させるごとに
よってカルチユア・ショックを和らげ，これまでとほぼ同様の行動型による生存を保障しつつ成
長を促進してくれる装置の一つであるJ(p.426)と指摘している。図lで示したような適応モデ
ルが成り立つ最も大きな原因としては，調査協力者の居住環境，すなわち上海における日本人集
住マンションが「カルチュア・ショック緩衝装置」として機能していることである。調査協力者
は，自分の生活がマンション内において完結できると述べている。つまり，上海の日本人集住マ
ンションは， 日本人海外駐在員妻にとって，上海で生活するために必要とされるほとんどのサー
ピス機能が整備されていると言える。例えば先行研究で指摘さ?れている「生活適応」の次元に
おける買い物の仕方や娯楽・リクリエーション施設と医療機関の利用などについて， 日本人集住
マンションはすでにそのようなサービスを提供しているため 調査協力者は特に問題視をせず
15一
に，上海での生活全般に対して高く評価していると考えられる。
さらに，調査協力者は日本人集住マンションに居住しているため，現地の中国人との接触が限
られている。そのため，彼女たちの「対人適応」の次元においては現地の中国人とのコミュニケー
ション問題ではなく，現地の日本人同士の良好な関係の維持が重要になっている。拙稿(叶，
2013， 2014)で述べたように，調査協力者の友人ネットワークはこの日本人集住マンションを基
盤として構築されており，彼女たちのネットワークの「近隣J，i個人的紐帯による友人J，i子ど
も関係の友人」の部分が多く重なっている。調査協力者はマンション内における緊密な友人ネッ
トワークの中で日常生活を送っているため 同じマンションに在住している日本人同士での良好
な人間関係の維持は彼女たちの「対人適応」における中心課題となっている。その一方で，マン
ション内における友人ネットワークは，調査協力者の適応に大きな影響を与えているとも考えら
れる。それは，調査協力者は，このような友人ネットワークから様々なサポートを受けており，
自身の行動が拘束される場合があるためである。
本研究では，上海の日本人集住マンションに居住している日本人海外駐在員奏21~Jのデータ
を用いて，彼女たちに適用可能な適応モデルを明らかにした。今後は，データ収集をより多く行
い，本研究で明らかにした適応モデルの検証を行いたい。また，本研究では特定の居住環境にあ
る日本人海外駐在員妻のみが対象であったため，今後は広く上海に在住している日本人海外駐在
員妻にも汎用できる適応モデルを解明するために，上記とは異なる居住環境に置かれている日本
人海外駐在員妻の適応モデルも含めて比較・検討していくことが必要であると考える o
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図1.上海の日本人集住マンションに居住する日本人海外駐在員妻の適応モデル
個人要因
海外在住の動機
子どもを持つこと
人間関係要因
塞堕盟盛
良好な夫婦関係
夫からのサポート
情緒的サポート
育児に関する直接的サポート
母親方の親族からのサボ}ト
情緒的サポート
情報的サポート
亙ム盟盤
現地の日本人同士からのサポート
情報的サポート
情緒的サポート
育児に関する直接的サポート
現地の日本人ネットワークの拘束性
環境要因
現地の暮らしやすさ
望ましい居住条件
その他の要因
注
限定されている海外在住の期間
会社からの経済的サポート
生活適応
住宅状況
食事
生活コスト
対人適応
現地の日本人同士の良好な関係の維持
個人適応
今の生活を楽しむこと
儲崎応
妻の役割と母親の儲リの重胡
l 配偶者の「生活適応」と「対人適応」のそれぞれの下位項目は永井 (2002)の訳語を参照して翻訳した。
2 ここでの海外在住経験は，夫の海外赴任に伴い，海外に長期間在住することを意味している。
3 調査協力者の中には，数回の聞き取り調査に参加した者がいたため.表lの協力者の基本情報は協力者それぞ、
れが参加した最終回の聞き取り調査の日付に合わせて提示している。
4 Crabtre巴&Miller (1992)とKing(2004)によると，テンプレート・アプロ」チ (t忠mplateapproach)とは，
聞き取り調査のデータから見なされた主題の聞の関係性を表すコードリストを作成するプロセスである。これ
らのコードは，先行研究に基づいて抽出したものがあれば，実際の聞き取り調査のデータを参照して，元のコー
ドを修正したり新たに付き加えたりしたものもある。コードの聞の階層関係を表す場合には，テンプレート・
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アプローチが多く用いられる。
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